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鎬
造
り
、
や
や
低
め
の
庵
棟
、
鎬
幅
広
く
鎬
高
く
、
平
肉
付
く
。
鍛
え
板
目
、
棟
寄
り
鎬
地
は
大
板
目
が
肌
立
ち
、
刃
寄
り
は
流
れ
柾
と
な
っ
て
詰
み
、
乱
れ
風
に
映
り
立
つ
。 

刃
文
は
直
刃
を
基
調
に
節
刃
を
交
え
、
刃
淵
に
ほ
つ
れ
ご
こ
ろ
が
あ
る
。 

帽
子
表
は
地
蔵
、
裏
は
中
丸
に
先
小
節
が
付
き
、
僅
か
に
沸
づ
い
て
掃
き
掛
け
気
味
。 

茎
、
生
ぶ
な
が
ら
若
干
区
を
送
る
、
先
刃
上
が
り
栗
尻
、
茎
棟
中
肉
、
刃
方
面
取
り
、
鑢
目
鷹
羽
、
棟
鑢
は
筋
違
い
。 

第
四
十
四
回
重
要
刀
剣
。 

         


